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1.はじめに

日本語であろうと英語であろうと､言語というものは場面の脈絡によってその言語体系の使

われ方が変動する｡あるメッセージが､苦かれた形式によるものであるのか､話された形式に

ょるものであるのか､メッセージの送り手がだれであるのか､受け手がだれであるのか､また､

両者の関係はどのようなものであるのか､さらに､そのメッセージの社会的な役割や話題はど

のようなものであるのか一このような場面の脈絡の諸要素は実際の言語表現におけるシンク

グマティックな構造に影響を与えるものである｡会話の英語､広告の英語､さらには､文学の

英語などに関する研究は､言語理論に関わる研究や言語体系そのものに関わる研究の対局にあ

るとみなされることもあろうが､しかしそれでも地道な､それなりの意味を持っ研究であろう｡

このような観点に立った研究の1つとして､本稿では英語のニュース記事の言語特徴､特に､

見出しの構造について調査し､論述する｡

2.目 的

この小論はニュースの記事の見出しがどのような構造によって形成されているか調査し､そ

の傾向を示すことによって報道英語の特徴の一面を明らかにすることである｡

見出しはニュースの記事の顔である｡我々が､たとえば､自分の家族の一員のことをだれか

にたずねられて写真を見せるとき､必ず顔の写っている写真を見せるはずである｡手だけ写っ

ていたり､脚だけ写っているような写真を見せることばないであろう｡全身の写真でもよい｡

上半身の写真でもよい｡しかし､見せる写真に､顔が写っていなければ意味がない｡顔が人物

を認識するときに重要な役割を担うのと同じく､また､ある興味を引かれた本があっても､そ

のタイトルを忘れるとその本が我々の認識からどこかわからない世界に逃げていってしまうよ

うに感じるのと同じく､見出しは読者の目に最初に飛び込んでくる部分であり､ニュースの記

事にとってその顔と言うことのできる基本的に重要な要素である｡記事の本文(Body)と比

べて､通常､見出しには大きなポイントが使われたり､肉太活字が使われたりするのはこのこ

とを物語っている｡

見出しはこのようにニュースの記事にとって非常に重要な要素であるが､一方では､読みづ
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らいという側面を持っている｡母語で書かれた記事の見出しの場合は成人話者にとってこの点

に関して困難はあまりないであろう｡しかし､母語で書かれていても成人話者でない場合は､

たとえ母語の言語体系の基本を獲得していようと､程度の差はあれ､見出しを理解するのには

困難を覚えるであろう｡このことば､すなわち､ニュースの記事の見出しにある種の言語特徴

があり､それが作用しているということである｡以下においては､見出しをその構造によって

いくつかの類を設けて分類し､それぞれの類の頻度を示して､見出しがどのように構造化され

る傾向があるかということを見ていきたい｡また､次の項でわかるように､以下で取り扱う見

出しの事例は日刊報道誌の記事からの事例と週刊報道誌の記事から事例から成っており､両者

の間の異なる特徴も論じるつもりである｡

3.収集資料と分析の方法

収集資料は全体で850事例である｡これらはすべてインターネット上で収集された見出しで､

週刊報道誌rよme血とer花αとわ几αg(以後､〃と表示)からの422例､日刊報道誌mからの

209例､そして日刊報道誌且～ecけ0花icreJegrqpゐ(以後､且rと表示)からの219例から構成

されている｡1これらは1996年と今年1997年のニュース記事から収集されたものである｡

収集資料はいくつかの方法で分類されることが可能であろうが､見出しの構造上の特徴を捉

えることを考えると､次のような分類がその特徴を比較的わかりやすく表すことになるのでは

ないかと思われる｡まず､｢A.節｣と｢B.句｣とに分けて､それぞれの類の下に次のように

分類する｡

A.節

A.1.動詞が表面にある型

A.1.1.定形動詞節

A.1.1.1.単1の節

A.1.1.2.主従関係にある複数の節

A.1.1.3.等位関係にある複数の節

A.1.2.非定形動詞節

A.1.2.1.主語が表面にある型

A.1.2.2.主語が表面にない型

A.2.動詞が表面にない型

B.句

B.1.名詞句

B.1.1.主要語が1つの名詞句

B.1.1.1.主要語

B.1.1.2.主要語+後置修飾

B.1.1.3.前置修飾+主要語

B.1.1.4.前置修飾+主要語+後置修飾

B.1.2.主要語が複数の名詞句

-122-



日刊報道誌と週刊報道誌における見出しの構造

B.2.形容詞句

B.3.副詞句

rA.節｣はrA.1.動詞が表面にある型｣と｢A.2.動詞が表面にない型｣に下位分類さ

れている｡

rA.1.動詞が表面にある型｣は､その動詞がどのような形式をしているかによって､さら

に｢A.1.1.定形動詞節｣と｢A.1.2.非定形動詞節｣とに下位分類される○

前者の｢A.1.1.定形動詞節｣の下にある｢A･1･1･1･単1の節｣､｢A･1･1･2･主従関係に

ある複数の節｣､｢A.1.1.3.等位関係にある複数の節｣は節の数､そして複数の節がある場合

にはその関係による類別である｡｢A.1.1.2.｣には､定形動詞節同士が､または定形動詞によ

る主節と非定形動詞による従節が､接続詞によって接続されている事例と､それに加えて､定

形動詞節とto不定詞など非定形動詞節が含まれている事例も含める｡後者は､いわゆる分詞

構文や目的などを表すto不定詞が定形動詞節と共起している事例である｡なお､｢A･1･1･3･｣

には主語を共有している2つの定形動詞節が等位接続詞で結ばれている事例も含めている｡

後者の｢A.1.2.非定形動詞節｣は主語があるかないかによって､｢A･1･2･1･主語が表面に

ある型｣と｢A.1.2.2.主語が表面にない型｣に分けられる｡｢A.1.2.1.｣には主語とそれに

後続する非定形動詞､すなわち､現在分詞､過去分詞､tO不定詞のいずれかとによる事例が

入ることになる｡なお､｢A.1.2.非定形動詞節｣においても､節の数や関係によってさらに区

別を行うことも可能であるが､調査対象の事例を観察した限りではそこまで細分化する必要は

あまりないと考え､行わなかった｡｢A.1.2.2.｣の下では非定形動詞による節で主語を持たな

い事例を扱う｡

rA.2.動詞が表面にない型｣に含まれる典型的な事例は､主語+形容詞と続くような見出

しである｡省略されている動詞は大多数の事例においてbe動詞である0

見出しには節の形式をとらず､句によって表されている事例も多い｡そのため｢A･節｣に

対して｢B.句｣を設け､それを｢B.1.名詞句｣､｢B.2.形容詞句｣､｢B.3･副詞句｣に下位

分類する｡｢B.2.形容詞句｣と｢B.3.副詞句｣は事例数も少なく､下位分類を特に設けては

いない｡しかし､｢B.1.名詞句｣はかなりの事例数があり､(前置修飾+主要語+後置修飾)

の基本的構造の具現の仕方に基づいて4つの下位分類を設けている｡後置修飾には後置された

形容詞だけでなく､ランクシフトされた前置詞句や形容詞節も含まれることになる｡事例の中

には1つの主要語によるものだけでなく､複数の主要語が現れている事例もあり､これらは

｢B.1.名詞句｣の中で分けて表すことになる｡

なお､収集資料の中にはこれまで述べた類にあてはめることが難しい事例もある｡それらに

っいては下の<表1>の前にある注2の中で言及することにする｡

4.結果と考察

すでに述べたように､収集した見出しは全体で850事例､その内訳は週刊報道誌〃からの

422例､日刊報道誌CⅣⅣからの209例､そして同じく日刊報道誌grからの219例である｡こ

れらの中には設定した類に適合しにくい事例が29例見出された｡その内訳は〃が27例､CⅣⅣ

が2例､Erなし､である｡その結果､調査の対象となった報道誌別の事例数(1)､週刊/日
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刊別の事例数(2)､ならびに合計(3)は次のとおりである｡2

次の<表2>と<表3>はこの821の事例を先に述べた類に分類した結果である｡

<表1>調査対象事例数(821例)

掲 載 誌 団 (2) 計(3)

r£me血亡er花α亡io几α～ 395 395

821m 207

426
且～ecかOJlic7セヱegrqpん

<表2>｢A.節｣(501例)

A.1.動詞が表面にある型 計

A.1.1.定形動詞節 計

476

A.1.1.1.単1の節 303

369

j

A.1.1.2.主従関係にある複数の節 64

A.1.1.3.等位関係にある複数の節 2

A.1.2.非定形動詞節 計

A.1.2.1.主語が表面にある型 63
107

A.1.2.2.主語が表面にない型 44

A.2.動詞が表面にない型
計

25

<表3>｢B.句｣(320例)

B.1.名詞句 計

B.1.1.主要語が1つの名詞句 計

302

B.1.1.1.主要語 7

278
B.1.1.2.主要語+後置修飾 76

B.1.1.3.前置修飾+主要語 114

B.1.1.4.前置修飾+主要語+後置修飾 81

B.1.2.主要語が複数の名詞句
計

24

B.2.形容詞句
計

4

B.3.副詞句
計

14

4.1.｢A.節｣と｢B.句｣

この結果からまず観察できることは､節の形式で表されている見出しが句の形式で表されて

いるそれと比べてかなり多いということである｡百分率で表すと､全体を821例として､｢A.

節｣は61.0%(501例)､｢B.句｣は39.0%(320例)となる｡節の形式が句の形式の約1.6

倍で､節の形式による見出しのほうが一般的であることがわかる｡｢A.節｣の下位類にはさ

まざまなタイプの節が含まれているわけであるが､このことば少なくとも見出しが｢(～は
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[が])～する[である]｣という形の陳述で書かれる傾向が強いことを示している｡例えば､3

ETO57

SkinheadsrallyatAuschwitztobackplansforshoppingcenter

(ElectronicTelegraph/Intemational,Issue357,MondayApri18,1996)

CN160

TroopstobeonhighalertforBosniaelections

(CWWORLDNews,September12,1996)

他方､見出しが句によって形成されている場合､その句と一緒になって--ヒ位の構成素を形成

する要素が与えられていないので､当然ながら､その分､読者は不足している情報を補おうと

することが普通である｡特に､名詞句で表されている見出しにあっては､それを節のどの構成

素と位置づけるかは､通常､不確定である｡主語にもなり得るし､また､補語あるいは目的語

にもなり得る｡節構造におけるそのような不確定さに加えて､句によって与えられる情報はど

うしても限られているので､このような句による事例では読者の外言語的な知識にその解釈を

委ねる割合が増すであろう｡

TI300

SINGAPORE:HarshWords

(7MEInteT･national,March24,1997)

この見出しは恐らくそれだけでは何のことを言っているのかはどんど解釈できないのではな

かろうか｡んαrSんと∽Ordの意味を知っておれば言語的にはその意味を理解できるが､それだ

けでは現実的な解釈は難しいであろう｡

記事の見出しに要求される特徴の中に｢簡潔であること｣と｢明確であること｣が含まれて

いると考えてよいであろうが､この｢簡潔であること｣を手短なことと､そして､｢明確であ

ること｣を解釈しやすいことと考えるならば､上の結果はニュース記事の見出しが一般的に言っ

て｢明確であること｣を実現する構造で表現される方向に傾いていることを示していると言え

よう｡

節と句の事例の掲載誌別の分布は次のようになっている｡

<表4>｢A.節｣の掲載誌別分布(501例) <表5>｢B.句｣の掲載誌別分布(320例)

掲 載 誌 事例数

rimeJれ£er几αわoJlα～ 115

CⅣⅣ 197

掲 載 誌 事例数

rimeJnとer几α£ioJlα～ 280

CⅣⅣ 10

E～ec什0れ′ic71eヱegrαpん

<表4>は､｢A.節｣の501例中､〃が115例(23.0%)､仰が197例(39.3%)､Erが

189例(37.7%)､後者の2つを合わせて386例(77.0%)で日刊報道諾の分布が高いことを

示している｡一方､<表5>は､｢B.句｣の320例の中で､乃が280例(87.5%)という実に
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高い割合で分布しているが､mは10例(3･1%)､且rは30例(9.4%)で､両者を合わせ

ても40例(12.5%)であることを示している｡

見方を変えてそれぞれの報道誌を基準にし､｢A･節｣と｢B.句｣への分布を観察してみよう｡

<表1>を参照しながら<表4>を見ると､｢A.節｣に〃の395例中の115例(29.1%)､m

の207例中の197例(汎2%)､且rの219例中の189例(86.3%)が該当していることがわか

る｡2つの日刊報道誌の分布を合わせると､426例中の386例(90.6%)という高分布になり､

週刊報道誌と日刊報道誌に現れる見出しの構造上の傾向差が顕著である｡他方､同様に

<表1>を参照しながら<表5>を見ると､これに対応する事実が明らかである｡〃の395例

中の280例(70･9%)という多くの見出しが｢B.句｣の構造で表現されている｡CⅣⅣは10

例(4･8%)､且アは30例(13･7%)見出されるのみである｡先に､調査資料全体の一般的な傾

向として､ニュース記事の見出しが｢明確であること｣を実現する構造で表現される傾向が見

られることを指摘したが､資料の2種類の典拠を考慮に入れると､このことば特に日刊報道誌

にあって言える特徴であり､〃にあっては､｢簡潔であること｣が見出しの基本的な要請で､

｢B･句｣による見出しが非常に顕著であるという事実は､この要請を満たそうとする方向性

の結果であろう考えられる｡

4･2･｢A･1･動詞が表面にある型｣と｢A.2.動詞が表面にない型｣

<表2>が示しているように､節の形式による見出しの分布は｢A.1.｣に偏っている｡そ

の偏りは501例中の476例(95.0%)である｡一方､｢A.2.｣はわずかに25例(5.0%)であ

る｡｢A･1･｣についてはこの後､述べることにし､ここでは｢A.2.動詞が表面にない型｣に

ついてその例を1つ示して論述する｡

ETlOO

Spanishpollwinnerclosetopowerdeal

(ElectronicTelegraph/1nternational,Issue365,ThursdayApril18,1996)

25例のほとんどすべてがこのような本動詞としてのむeが省略され､主語の後に形容詞が続

く見出しである｡かりに省略されている動詞が使用されていた場合､おそらくその動詞の形は

定形と考えられるので､時制が明示されることになる｡しかし､この引用でも分かるように､

動詞が表面に現れていなくてもそれによって得られなくなる情報は時制だけである｡そして､

時制が明示されていたとしても､後で述べるように､見出しにあっては定形動詞は大多数が現

在時制で生じており､見出しによって述べられている出来事の実質的な時間ほ見出しの表現の

みからは特定できないのが普通である｡それゆえ､この点では動詞が表面にあろうがなかろう

が明確さの程度ははとんど変わらないと考えてよいだろう｡このような場合､見出しにあって

は当然のことながら短い言い方のほうが好まれる｡上に引用したような例では､｢～が～であ

る｣が明確に示されつつ､簡潔さも維持されているのである｡

興味深いことに､この25例はすべて日刊報道誌からである｡その内訳は､仰が10例､

且rが15例である｡これらの報道誌においては､上の意味での明確さが保証される範囲内で､

見出しを手短で､簡潔な構造に盛ろうとしているようである｡
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4.3.｢A.1.1.定形動詞節｣と｢A.1.2.非定形動詞節｣

<表2>が示しているように､両者の事例の合計は476例で､そのうち｢A.1.1.｣は369

例(77.5%)､｢A.1.2.｣は107例(22.5%)である｡定形動詞と非定形動詞の違いは､定形

動詞が時制を明示するのに対して､非定形動詞は時制に関して中立であるということがある｡

時制とそれが表す時間は必ずしも1対1の対応をしているわけではないが､可能性としては､

時制が明示されているほうが意味伝達上､時間についての解釈は限定され､その程度に解釈は

時制が明示されない場合よりも容易になると考えられる｡しかし､見出しの英語にあっては､

動詞が定形であろうと非定形であろうと､いずれの場合もそこで意図されていることばその構

造の単純化あるいは簡潔化であると考えられる｡というのは､動詞が定形で時制を表していて

も､その時制ははとんどの事例において現在時制であり､見出しに述べられている出来事の現

実の時間を明確には規定していないからである｡

4.3.1.｢A.1.1.定形動詞節｣

次の3つの見出しを見てみよう｡

TIOOI

COVER:India,sVotersThrowtheRascalsOut

(mE血とer乃αとio几αJ,May20,1996)

CN133

ProtestantyouthsclashwithpoliceinNorthernIreland

(mⅣ0月エβⅣe比′S,July7,1996)

ETO43

Randfallsasfinanceministerisreplaced

(ElectronicTelegrqph/1nternational,Issue356,FridayApri15,1996)

定形動詞とんro【β､CJαSん､ルJJsは現在時制である｡現在時制､厳密に言えば､単純現在時制

は一般に無制限の時､現在時､未来時､そして特殊な場合､過去時を表すが､とんro乙β､CJαSゐ､

ルJ～sの現在時制が現実にどの時問を指しているのかは言語的には分からない｡4この例の場合､

過去の時を表していると考えられるが､場合によっては､解釈は最終的には読者の言語的知識

よりもむしろそれを超えたレベルの現実界の知識に訴えられることもあろう｡通常､この例に

おけるように､見出しに現れる現在時制は､いわゆる歴史的現在の用法と同じく､過去時を表

すことが一般的で､このことば調査した資料からも確認できるところである｡

動詞が現在時制以外の時制で出現している事例は極めて少ない｡過去時制､現在完了形､現

在進行形､助動詞山肌を使った形式が現れる例を合わせてもわずか10数例である｡次の見出

しはそのうちの2つである｡

CNO70

U.S.diplomatsdoubtednun'sstory

(mⅣ0月エβ〃e!〟S,May9,1996)
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ETOlO

FantasyisfadingfastfortheBoerextremists

(ElectronicTelegrqph/1nternational,Issue353,TuesdayApri12,1996)

以上のことから分かるように､｢A.1.1.｣の事例は大多数が現在時制で表されており､そこ

に定形動詞が使われていても､これらの事例は時制の区別やアスペクトの利用によって､意味

しようとする時間を可能な範囲で規定する形式で表されていないのが普通である｡アスペクト

を利用した複雑な(それゆえ､長い)動詞句よりも単純時制の形を､さらに､単純時制の形に

あっても､過去の出来事を劇的に表すことの可能な現在時制5の形のはうを好む傾向が見出し

の英語には明らかである｡

<表2>で示した定形動詞節の369例のうち｢A.1.1.1.単1の節｣が303例(82.1%)で､

この類の大部分を占めている｡これも､見出しが単純な構造で簡潔さを求めて表現される傾向

が強いことを表している｡

掲載誌別の､複数の節よりもむしろ単1の節へ､という偏りはどの程度であろうか｡下の

<表6>に示したように､〃は67例中63例(94.0%)､mは160例中122例(76.3%)､

Erは142例中118例(83.1%)という割合である｡週刊報道誌において単1の節への偏りが､

より著しいことがうかがえる｡

<表6>｢A.1.1.定形動詞節｣(369例)

掲 載 誌 A.1.1.1. A.1.1.2. A.1,1.3. 計 計

rまme九£erJlα土ioJlαヱ 63 4 0 67 67

CⅣⅣ 122 36 同 160
302

4.3.2.｢A.1.2.非定形動詞節｣

｢A.1.2.｣は先にも述べたように､時制には関与しない見出しを形成する｡時制には中立

的であるので､｢A.1.1.定形動詞節｣と異なり最初から時間に関する情報は省かれている｡

この類にはさらに主語が維持されている下位類｢A.1.2.1｣と主語が省かれている下位類｢A.

1.2.2.｣がある｡これらの掲載誌別の分布は次のようになる｡

<表7>｢A.1.2.非定形動詞節｣(107例)

掲載誌 A.1.2.1. A.1.2.2. 計 計

rよme.h£erJlαfioれ.α～ 6 42 48 48

m 26 ロ 27
59

｢A.1.2.｣の107例中､〃が48例(44.9%)､仰が27例(25.2%)､且rが31例(29.0

%)､2つの日刊報道誌を合わせて59例(55.1%)である｡一方､この<表7>から､掲載誌

別の｢A.1.2.1.主語が表面にある型｣と｢A.1.2.2.主語が表面にない型｣に関する分布の

ばらつきは顕著である｡〃の48例中の42例(87.5%)が｢A.1.2.2.｣の下に､そして､m

の27例中の26例(96.3%)､且rの32例中の31例(96.9%)が｢A.1.2.1.｣の下にある｡
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これらrA.1.2.｣の107例の見出しは､現在分詞､過去分詞､£0不定詞､動名詞といった

非定形動詞のいずれかを含む例で､最初の3つの非定形によるものは次に引用するごとく一般

に助動詞のわeまたは本動詞のわeなどが省かれ､時制が明示されない｡与えられる言語的な情報

はその程度に減じられるわけであるが､結果として､動詞が省略された分､簡潔な見出しを生

むことになる｡

rA.1.2.1.主語が表面にある型｣は､<表7>において明らかであるように､その63例

中の57例(90.5%)をも2つの日刊報道誌から得ている｡次の見出しはそれらのうちの3つ

である｡いずれもわeが省略されている｡

CNlO6

Czechprlmeministerapparentlyloslngparliamentarymajority

(mⅣ0月エβⅣe∽S,June2,1996)

ET188

StudentaccusedofInternetdeaththreat

(ElectronicTelegraph/International,Issue392,MondayMay27,1996)

ET123

FirstaboriginejudgetositinAustralia

(ElectronicTelegraph/International,Issue378,TuesdayMay7,1996)

これら3つの見出しにあって､理言論的にはわeは現在時制を表す定形をとってもよいし､過

去時制を表す定形をとってもよい｡しかし､見出しの英語においては､最初の例のような現在

分詞がある場合､通常､過去の一時的な状況を表す`waslosing'よりも現在の一時的な状況を

表す`islosing,と読まれるであろう0 2つ目の例のような過去分詞がある場合は､`wasaccused'

と過去の出来事を表すものとして読まれるのが普通であろう｡もっとも､見出しの表現の規範

からすると､この過去の出来事を現在時制で表すことも考えられる｡最後の例におけるように

と｡不定詞がある場合は､通常､過去から見た未来時を表す`∽αStO～'と読まれるよりも､こ

れから先のことを表す`isto～,と読まれるであろう｡ここにおいても､見出しの英語は読者に

このような判断をすることを求め､あるいは､そのような判断ができることを前提にし､それ

自身は簡潔であることを追求していると言ってよいだろう｡

｢A.1.2.2.主語が表面にない型｣は､<表7>において明らかであるように､その44例

のうち42例(95.5%)が〃からの事例である｡次の見出しはそのうちの2つである0

TI359

VIETNAM:GoingItAlone

(7YMEIntemational,April14,1997)

TI259

COVER:GettingOffDrugs?

(Tm4EInternational,MarchlO,1997)
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これらの見出しにある一兎形は現在分詞なのであろうか○それとも動名詞なのであろうか｡

現在分詞と考える場合､このような見出しの節は主語と助動詞わeが省かれている節なのであ

ろうか｡あるいは､もしかしたら省かれているかもしれない別の節に付加される副詞節なのだ

ろうか｡この最後の可能性は､2つ目の例にあってはそれに疑問符が付されているので､考慮

に入れなくでもよいだろう0また､主語が明示されていないわけであるが､それは主語に一般

的な､いわゆる総称人称(∽e,ツ0"または班り)をあてがって読んでもよいということなのだ

ろうか｡

通常､記事の見出しの直後には短い導入部(LeadingText)が提示されている｡上記の見

出しの導入部6から判断すると､恐らく､その-よ花g形は現在分詞で､総称人称による主語と助

動詞beO)Bi在形が表面に出されていないのであろうー"TheyAreGoingltAlone"/"AreThey

GettingOffDrugs?"7

このように｢A･1･2･2･｣の構造は言語的に不確定な要素がいくっかある｡さらに､この調

査で収集され､｢A･1･2･2･｣に類別された見出しの多くは､いま行ったような言語的修復を加

えてもその解釈がいくらか容易になるとは言えない事例である○ここでは､簡潔さへの要請が

明確さを弱めていると考えられよう｡｢A･1･2･2･｣の事例の分布と｢A.1.2.1.｣の事例の分

布が日刊報道誌と週刊報道誌で著しく逆転している点は興味深い｡

4･4■｢B･1･名詞句｣と｢B.2.形容詞句｣と｢B.3.副詞句｣

｢B･句｣の320例がこれら3っの類にどのように分布しているかは､既に<表3>に示さ

れているとおりである｡｢B･1･｣8にそれらの大多数である302例(94.3%)が集中し､rB.2.｣

は4例(1･2%)､｢B･3･｣は14例(4･3%)である○また､｢B.2.｣とrB.3.｣の事例は､2

つの日刊報道誌には見出されず､すべてTIからである｡

｢B･1･名詞句｣については次のセクションで観察することにし､ここではrB.2.形容詞

句｣と｢B･3.副詞句｣に関して例証していくことにする｡

TI165

CINEMA:MadForEvita

(7YMElntemational,January20,1997)

TIO85

RUSSIA:DowntotheWire

(7Ⅵ相方加er花α亡わ花αg,July8,1996)

最初の見出しは｢B･2･｣の例である0これはその表面の構造において節ではないが､"They

AreMadForEvita"と考えるならば､先の｢A･1･2･2･主語が表面にない型｣の見出しと対

応する特徴を持っている｡一方で､本動詞beが省略されていると想定すれば､"TheyMad

ForEvita"を得ることになり､4･2･で扱った｢A.2.動詞が表面にない型｣の特徴と対応する

特徴を持っていると言えよう｡結局は､主語と動詞を明示することによって得られる情報量よ

りも失われる簡潔性を重視して､形容詞句の形になっているのであろう｡

次の副詞句の見出しは慣用表現9で形成されている○この見出しの導入部10からすると､

"TheElectionWillGoDowntotheWire"という形式､あるいは､より報道英語的な形式"T

-130-



日刊報道誌と週刊報道誌における見出しの構造

heElectionGoesDowntotheWire"が想定される｡見出しそれ自体としては､ここで主語と

動詞､特に､主語を省くことは伝達すべき大切な情報を失うのではないかと思われる｡これは

先の総称の代名詞の主語がない形容詞句の例と比べて重大な問題である｡しかしそれでも､我々

の前にあるのは主語も動詞もない副詞句の見出しである｡考えられることは､そのねらいとし

てまず､これまで使ってきた意味での簡潔性があるということである｡しかし､それだけでは

なく､慣用表現の持っ簡潔性､換言すれば､意味の凝縮性､さらに､この種の表現に内在する

他の通常の表現からの突出性があることを指摘することができよう｡｢B.3.副詞句｣ほ24例

と少ないが､そのうちこの引用した見出しを含めて5例が慣用表現で提示されている｡

4.5.｢B.1.1.主要語が1つの名詞句｣と｢B.1.2.主要語が複数の名詞句｣

両者の分布は<表3>で示したとおり､｢B.1.名詞句｣の302例申それぞれ､278例(92.1

%)と24例(7.9%)である｡名詞句による見出しははとんどの場合､単1の主要語をその中

に持っ名詞句｢B.1.1.｣で形成されていることがわかる｡

掲載誌別には､〃の高分布が顕著で､｢B.1.1.｣の278例中245例(88.1%)､｢B.1.2.｣の

24例中22例(91.7%)である｡4.1.｢A.節｣と｢B.句｣で述べたように､日刊報道誌の

見出しの節への著しい偏りに対して､〃の見出しにあっては､句への著しい偏りが再確認され

る｡

4.5.1.｢B.1.1.主要語が1つの名詞句｣

最初の下位類｢B.1.1.1.主要語｣の例は絶対数が小さいので､11それ以外の3つの下位類に

ついて述べることにする｡

｢B.1.1.2.主要語+後置修飾｣の事例は76例で､このうち二Ⅳが62例(81.6%)､mが

3例(3.9%)､且Tが11例(14.5%)である｡

TIlO2

CAMBODIA:RiftintheKhmerRouge

(Tm4EInternational,August26,1996)

TI225

LandOfDespair

(77MEInternational,February17,1997)

上の2つは77の見出しで､｢B.1.1.2.主要語+後置修飾｣の例であるが､この類に含まれ

るこの報道誌の見出しは総じて短く､約3語から4語で作られている｡それに対して､日刊報

道誌の見出しは約6語から7語で､その分､一瞥して見出しを認識することが難しくなってい

ると感じられる｡ちなみに､ランクシフトされた節を後置修飾に持っ見出しは､〃に1例､

mなし､且rに4例であった｡且rは11例中4例ということで､62例中1例の77と比べて長

くなる傾向を示している｡
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ETO37

Cha11engeforRaofromwrestlersandparrots

(ElectronicTelegrqph/International,Issue356,FridayApri15,1996)

ETl12

SouthAfricainpleatoliftsanctionsonLibya

(ElectronicTelegrqph/International,Issue366,FridayApri119,1996)

最初の2つの見出しは本のタイトルにしてもおかしくないように思われるが､これら2つの

見出しはやや長く､そして特に最後の見出しは散文的と感じられるので､本のタイトルにする

にはもう少し簡潔にしなければならないかもしれない｡言い換えれば､特に最後の例は分類の

枠組みしだいで本動詞わeが省略されている節とすることも不可能ではなく､｢(～は[が])～

する[である]｣という陳述の形式を想起させるということである｡このような事例は〃にあっ

ては､｢B.1.1.2.｣だけでなく他の名詞句の下位類においても見られなかった｡

｢B.1.1.3.前置修飾+主要語｣の事例は114例で､このうち〃が113例､mが0例､且r

が1例という極端な分布である｡

TIO12

NEWZEALAND:KiwiFirsters

(mE血£er乃α貢0花αJ,May27,1996)

TI315

NoMajorTears

(7ⅥけE血亡er71αわ0花αJ,Marcb31,1997)

この類に属する見出しのはとんどは2語もしくは3語で表現されている｡前置修飾部を多く

の語によって構成し1長くすることば理論上不可能ではない｡形容詞は無数に使うことが規則

上許されるし､また､形容詞の前に副詞を置いてそれを修飾することも可能である｡しかし､

事例を観察すると､実際には､前置修飾部は形容詞1語またはそれとそれに先行する決定詞か

ら構成されているのがはとんどである｡このような短い構造と､上で言及した〃の極端な分布

は偶然の一致ではないであろう｡また､逆に言えば､日刊報道誌からの例がこの下位類におい

てはないに等しいというのも偶然のことではないであろう｡どちらかと言うと､一方は簡潔性

を志向し､一方は明確性を志向している､というこれまでの議論を裏付ける事実の1つである｡

｢B.1.1.4.前置修飾+主要語+後置修飾｣の事例は81例で､このうちmが58例(71.6%)､

mが5例(6.2%)､且rが18例(22.2%)である｡

TIO61

SAFETY:TheDarkSideofAirbags

(m丑∠E血fer花αとよ0几αg,June24,1996)
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ET151

Dyingclimber,sfarewellca11topregnantwife

(ElectronicTelegrqph/International,Issue383,TuesdayMay14,1996)

この類の見出しは､〃で約4語から5語､日刊報道誌で約6語から7語で書かれている｡や

はり､後者の事例のほうが長めである｡12さらに､｢B.1.1.2.主要語+後置修飾｣に関しても

述べたことであるが､｢(～は[が])～する[である]｣という陳述の形式を想起させる見出し

が日刊報道誌に4例見出される｡その1つが次の引用である｡

CNO30

NoendinsightforfightingalongLebanon-Israelborder

(CNNWORLDNews,April14,1996)

この事例は"Noendisinsightfor..."あるいは"Thereisnoendinsightfor･･･"という

その派生前の節構造を想起させる可能性があると言えないだろうか｡構造的には名詞句であっ

ても､それを構成する部分がより大きな構造である節の構成素でもあり得ることを読者に意識

させるとは言えないだろうか｡とにかく､｢B.1.1.4.｣においても､以上のことから､掲載誌

の類によって簡潔性への傾きと明確性への傾きがかなり明らかであると述べることが可能であ

ろう｡

4.5.2.｢B.1.2.主要語が複数の名詞句｣

rB.1.2.｣の見出し24例のうち22例がTIからであることはすでに4.5.｢B.1.1･｣と｢B･

1.2.｣で指摘した｡これら24例は､｢B.1.1｣の下にある名詞句の4つの展開を幾通りかに組

み合わせた構造で見出されるのであるが､13そのうち同一の展開を反復させた構造によるもの

が半数以上の16例である｡そして､このうち15例はmの見出しである｡

TI180

Nepal,sLostDaughters,"India'sSoiledGoods"

(77MEInternational,January27,1997)

この見出しには同一の前置修飾+主要語の名詞句の構造がコンマをはさんで現れている｡前

置修飾部はどちらも2つの項目から構成されているという点で､その展開に同一の選択がみら

れる｡最初の項目はいずれも固有名詞にノsを付した所有格の決定詞､次の項目はいずれも

形容詞化した過去分詞で､ここにも同一の選択がみられる｡このような等価な構造の繰り返し

は整然としていて目立ちやすいという特徴からであろうか､見出しの構造として特に週刊報道

誌に好まれているようである｡

5.おわりに

ニュース記事の見出しにみられるいくつかの一般的な構造形式ならびにその特徴を､調査資
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料を分類し､その具体的な事例を観察しながら論述してきた｡調査資料は量的にさらに大きく

する必要があるが､それでも設定された類への分布を示すことによって､見出しが言語化され

るときの一般的な傾向は明らかにされたと考えている｡簡潔であることと明確であることば常

に見出しに求められている性格であるが､日刊報道誌と週刊報道誌とでは､大きく言って､そ

の性格面で逆の方向を向く傾向があるということも興味深い結果である｡

注

177はhttp://www･pathfinder･COm/@@OetPbAUAyyBP8bPp/time/magazine/index.htmlか

ら､CNNはhttp://www･Cnn･COm/WORLD/から､ETCihttp://www.telegraph.co.uk/et?ac

=000116818549934&rtmo=34418db6&atmo=34418db6&pg=/ixworld.htmlから収集した｡

2 収集事例から省いた事例が乃に多くあったが､週刊/日刊別の事例数(2)に見られるとおり､両者の

調査対象事例がはぼ同数であるので､週刊/日刊別の比較は可能であると考える｡

なお､省いた事例に関してであるが､それらは2種類に分けることができる｡そのうちの1つは｢2つ

の発話から成る見出し｣(TI158CurvesAhead:SlowDown(77MElnternational,January20,

1997)など計8例)､もう1つは｢導入部の1部を利用している見出し｣(TI326TELEVISION‥CN

launchesitsfirstnon-english[sic]networkintoatough
market(77MElnternati｡nal,

March31･1997)など計19例)である｡いずれもこの調査で設定している類には該当しないので､調査

対象事例からは除外した｡

3 以下､引用する見出しには､筆者自身の後の参照を容易にするため収集したときに付した番号を維持

する0番号の前にある`ET'ほEヱecか0花ic7セ～egr呼ん､`CN!はm､`TI,はr王me血er柁α£加αほ表

す｡

なお､71の見出しは､しばしば､それに先行する国名､地名､(SCIENCE;CINEMAのような)社会

活動の分野､(ENVIRONMENT;SAFETYのような)一般的なトピックなどと一緒に提示されるが､

ページ上では両者は異なる色の文字で表されているので､この調査では､先行部分は見出しの1部とみな

していない｡これに加えて､記事の本文のページヘのリンクが後続部分､すなわち､ここで規定した見出

し､によって張られていることも､先行部分を見出しの1部と扱わない理由である｡CⅣⅣと且Tにおいて

も同じような表示がいくつかあったが同様の扱いをする｡

4 ここの議論で基準となる現在の時は､見出しの記事が報道された時である｡つまり､引用例の後に示

されている日付が示している時ということになる｡

5 単純現在時制の用法の1つに､発話の瞬間にそれによって述べられている行為が始まり､そして完結す

ることを表す瞬間的用法がある｡記事の見出しにおける単純現在時制の使用と瞬間的用法に内在する表

現力に関しては次のコメントが参考になる:In
newspaperheadlines,the Simple Presentis

Preferred(nodoubtbecauseofits brevity)tothePastor PerfectTenses as a way of

announcingrecentevents･･･The`headlinese,useofthePresentTensehassomethingofthe

dramaticqualityofthe`instantaneouspresent,･+----GeoffreyN･Leech,Meanmgandthe

助■glishVerb(London:Longman,1971),p.8.

6 TI359の導入部は"Thecountry'sagingrulers-andtheirfearsabouttheillsofcapitalism-

~areprOmptingareturntonationalism"､TI259の導入部は"AsAlbrightgivesoutapassing

grade,Zedillodecidestoimposearadicalreformofhisbadlytarredenforcementagencies,,

となっている｡

7 記者は客観的に報道していると考えて､代名詞は血ッとしている｡

8 ｢B･1･名詞句｣(302例)での掲載誌別分布は､4.1.｢A.節｣と｢B.句｣で示したそれと近似しており､

次のようになっている-〃=262例(86.8%),m:10例(3.3%),且T‥30例(9.9%),後者2つを合

わせて40例(13.2%).
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9 CaTnbridgelnternationalDictionaryqfEnglish(1995)のwirenの項目下には次のような説

明と例文がある:"Ifasituationgoes(down)tothewire,theresultofitisnotknownuntilthe

end‥J出花た血e～ec£io几∽iヱ～gorig最doLUれわfんe扇re."この慣用表現は競馬のコンテキストに

由来しており､∽ireとはゴールの二つの柱に結ばれたものであったらしい｡Cf･Ⅳeわざ亡er'sT九irdⅣel〟

血fer71αわ0几αZ刀fc£io71αr)′(1969).

10 TIO85の導入部は次の通りである:"ContinuingintrigueintheKremlinisameretasteofwhat

maycome,aStheRussianselectaPresidentthisweek"

11ヱ7の7例のみである｡

12 後置修飾にランクシフトされた節を持っ見出しは､乃に3例､mなし､ETに1例であった0

13 以下がその構造である｡()の中の数は事例数｡

1.(主要語)+(主要語)

2.(主要語)+(主要語)+(主要語)

3.(主要語)+(主要語)+(前置修飾+主要語+後置修飾)

4.(主要語)十(前置修飾+主要語)

5.(主要語)+(前置修飾+主要語+後置修飾)

6

7

8

[(主要語)+(主要語)]+後置修飾■

(前置修飾+主要語)+(前置修飾+主要語)

(9)

(1)

(1)

(2)

(2)

(3)

(5)

(前置修飾十主要語)+(前置修飾+主要語)+(前置修飾+主要語)(1)

*[]は2つの主要語が同じ後置修飾によって修飾されていることを示す｡
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